
印刷業における動力と技術進歩

亮　　進

マノレタス(K. Marx)が『資本論』で述べている

ように,機械は3つの主要部分から構成される1)0

原動機,伝力機,件業機がそれである。原動機に

よって発生したェネルギ-は,伝力機を通じて作

業機に伝えられる。伝力機を原動機の一部とみな

せば,機械は原動機と作業機に分けられることに

なる。原動機と作業機の進歩とくに後者は,製造

業の技術進歩の主な要因である。しかも重要なこ

とは,原動機の進歩と作業機の進歩との問に密接

な関係があることである。

作業機の変化のうちでもっとも劇的な出来事は,

道具から機械への転換であり,いわゆる「産業革

命」の出発点であった。さらに作業機はますます

高度化し人手を節約する。このような作業機の進

歩は,製造業の生産性を著しく高めた。しかし作

業機の進歩は,原動機の進歩なしには不可能であ

った。作業機の道具から機械への転換は,しばし

ば人力から機械力-のエネルギーの転換,すなわ

ち原動機の導入を伴ったし,作業機の能力は次第

に増大するが,その過程でよりすぐれた原動機が

必要となってくる。

原動機の進歩と作業機の進歩との問に予想され

る暦接な関係を考慮すると,製造業の動力の変化

をみることによって,この部門の生産能力・技術

の変化を分析する手掛かりをうることが出来るよ

うに思われる。ノこれが筆者の基本的な立場である。

この立場に立って筆者は,かつて中小企業におけ

る動力と技術進歩について論じたことがある2)0

本稿は,印刷業という1つの産業に関する事例研

究であるが,印刷業をとりあげたのは,動力の変

遷からみて,この産業が他の産業にない著しい特

色を有しているためである。

1)マルクス1953,612ページ。

2)商1974。

I　動力の変遷

製造業の動力については『工場統計表』が必要

なデータを提供している。しかしそこでは,印刷

業は製本業とひっくるめて真峯されており,印刷

業だけをとり出すことは出来ない。したがって本

節の分析は,印刷・製本業について行なう。しか

し分析結果は,ほとんどそのまま印刷業について

もあてはまるものと思われる8)。

工場の動力化率の変化

まず工場の動力化の推移についてみる。第1表

には,印刷・製本業をはじめとする各製造業の工

場の動力化率が掲げられている。動力化率とは工

場のうち原動機(水車,蒸気機関,ガス機関,石

油機鼠　電動機)をもつ工場の割合である。印刷・

製本業は1909(明治42)年には,機械器具,製材・

木製品に次いで高い水準(42.4%)を示す。これは

全製造業の平均値(28.2%)を大幅に上回っている。

動力化率はすべての産業において上昇するが,上

昇の幅は印刷・製本業においてきわめて大きい。

第1表　工場の産業別動力化率(形)

産　　　業 1909　1914　1919　1930　1935　1940

全　製　造　業

訪　紙　工　業

金　属　工　業

機械its具工業

窯　　　　　　業

化　学　工　業

製材・木製品工業

印刷・製本業

食　料　品　工　業

そ　の　他　工　業
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(注)職工6人以上の民営工場o

(資判) 『工場統計表』によるO

3) 『工場統計表』は,後の時期になると印刷業と

製本業とを分割して裏革している。たとえば1930年

には,印刷・製本業の工場は2759であるが,そのう

ち製本業はわずか340である。
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すなわち1909年から1940(昭和15)年までに54.6

%も上昇している。これは窯業(71.0%)とその他

工業(57.2%)に次いで大きな上昇である。この結

果印刷・製本業の動力化率は, 1914(大正3)年以

降すべての年次において,全製造業中最高となっ

ている。すなわち動力化率におけるこの産業の特

色は,その上昇が他の産業に享して急速であり,

後の時期にどの産業よりも高い水準を示す点にあ

る。

原動機の種類別構成比の変化

次に原動機馬力数のデータによって,原動機の

種葉の変化を観察しようO一般に工場の原動機は

水草から蒸気機関,蒸気機関から内燃機関(ガス,

石油機関),さらに電動機へ変化するO第2表は

1909年以降に限られるため,水車から蒸気への

第1の動力革命の過程は観察されない。この時期

は主として電化　すなわち第2の動力革命の時期

である。(第2の動力革命は1930年頃にはほぼ完

了したと思われるので,計数は1930年まで掲げ

てある。)印刷・製本業の第1の特色は,いずれの

年においても水車の割合がゼ;ロであることであ

る4)。これはこの産業では,水車の利用がきわめ

て難かしいことを物語っている。水車は山間渓流

地帯に限定され,回転速度が均一でないが,印刷

業は都市に立地し均一な回転を要求することが,

-29　-

その理由で走るO

第21の特色は蒸気機関依存度の低さと急速な低

下である。蒸気機関の構成比は1909年にはす

でに低下傾向にある。 『貞商務統計表』によると,

この産業の蒸気機関馬力数の割合は統計のえられ

る1886年以降　急速に低下している。この結果

1909,19,30年においてどの産業よりも低いOこ

の急速な低下は,蒸気機関台数　馬力数の絶対的

減小によって生じている。蒸気機関の台数と馬力

数の絶対的減小は,ほかの産業にはみられない。

第3.の特色は1909年における内燃機関(ガス,

石油機関)への依存度が産業間で最高である点で

ある。この依存度は次第に低下し,かわって電動

機の構成比(電化率)が上昇する。第4の特色は電

動機の構成比の高さと急速な上昇である1909

年には機械器具に次いで2位, 1919,30年には1

位となっている。すなわち印刷・製本業では,ど

の産業にもまして電化が急速に進み,その行きつ

いた時点での電化率はどの産業にもまして高い.

規模別観察

重要なことは,工場の動力化と動力革命の進行

のパターンと速度が,同一の産業内でも規模間で

ことなるということである。印刷・製本業も例外

ではない。第3表によると,動力化率は1909年

において大規模ほど高く,小規模ほど低いという

第2表　原動機馬力数g)種類別構成:産業別(形)

電動機l水車孟語蒜品姦畠電動機l水草悪畠蒜晶露語電動機

全　製　造　業

紡　　　　放

金　　　　属

機　械　器　具

窯　　　　業

化　　　　学

製材.木製品

印刷・製本

食　料　品

そ　の　他
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(資料)『工場統計表』

4)若干の年の『農商務統計表』では,印刷・製本

業に水車(日本型水車)の存在が記録されている。たと
えば1899年には, 5台合計28鳥九1901年には19

台合計15馬九1905年には1台2馬力の水車が存在

したことになる。もしもこれが事実だとすれば,どの

ような印刷機を水車でどのように駆動したかきわめて

興味深いが,この点に関する史実はい主のところみつ

かっていない。しかし記録に残る水車の数はきわめて

少ないから,これはむしろ例外とみるべきであろう。
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第3表　印刷・梨本工場の動力化率と原動棟馬力数の種類別構成:規模別(形)

Vol.27　No. 1

議F;
力数の構成

禦
姦畠電動機

1.0　　39.3全　規　模

5.-　9人

10′-　29

30′}　49

50.-　99

100~　49!)

500-　999

1000~
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(資料) 『工場統計表』

きれいな関係がみられる　5-9人では18%, 100

人以上では100^である。この椿差は次第に縮小

し1930年には零細工場で確目蓋とんど動力化し

ている1909年の動力の種類をみると,蒸気機

関の使用が99人以下ではきわめて小さく, 100人

以上では主たる原動機である点が注目に価する。

99人以下の小工場では,内燃機関と電動機への

依存が著しい。電化は,小規模ほどはやい時期に

進行していたといえる。その後大工場では蒸気か

ら電力へ　小工場では内燃機関から電動機への転

換が進行し,その結果1930年には,ほとんどすべ

ての工場が電動機によって駆動されることになる。

かくてこの産業における原動機の導入・普及・変

化の効果は,大工場と小工場に分けて論ずること

が必要となる。大工場では蒸気機関の導入による

動力化と,蒸気から電化-の転換が重要であり,

小工場では内燃機関と電動機の導入による動力化

が注目されなければならない。 Ⅱでは,大工場の

実例として大手の新聞社をとりあげ,そこでの蒸

気機関の導入とその効果について論ずる。 Ⅲでは,

印刷工場(大工場と小工場を含めて)における電化

とその意義について考察する。

II　新聞社における蒸気検問の導入とその効果

まず先進諸国における新聞印刷の技術の変遷を

みよう。この点ではイギリスの名門新聞『タイム

ズ』(TheTimes)の歴史がもっとも参考になる5)。

同紙はその歴史の長さにおいても,技術の高さに

5)タイムズの歴史は,同社の社史『新聞印刷史』

(TheTimes, 1935, Chs. 16 and 17, pp. 138-162)お

よびSteinberg (19S9, pp. 198-206)による。印刷技

おいても,ながく世界の新聞界をリードする立湯

にあったからである。

19低紀初頭までの約350年間においては,印

刷機械には目立った変更・進歩はなかった。それ

はすべて木製であり,人力によって動かされた。

19催紀初頭になって,ようやく大きな変化が,み

られる。すなわちイギリス人スタンホープ(Earl

Stanhope)は鉄製の印刷機を発明したが,印刷の

スピードが速いことから,新聞社を中心としてび

ろく普及した。タイムズ社でも1800年から1814

年まで,多くのスタンホープ印刷機が使用され,

印刷部数の増大をもたらした。

しかし最初の実用的な印刷機の発明は,ドイツ

人技師ケ-ニッヒ(FriednchKoni;によるもの

であるo彼は1790年ニコルソン(WilliamNicho-

Iscm)が特許をえて,その後利用されなかった円

筒印刷機(シリンダー・プレス)に着目し,それを

蒸気力で動かすことを考えた。タイムズ紙の経営

者ウォルター(JohnWalter)はこの着想に注目し,

ケ-ニッヒは同社において, 2台の円筒印刷機を

2台の2馬力蒸気機関で駆動した。機械力による

世界で最初の新聞は, 1814年11月29日に発行

された。

スタンホープE開け機の人力による駆動は,大変

な肉体的苦痛を伴うものであった。印ノ別工は長時

間,高スピードで働く持久力が要求された。仕事

術の歴史一般についてはシンガー・その他1964,第

29章, 558-583ページ,ティビーエス・ブリタニカ

1972,405-419ペ-ジ,わが国のそれについては庄司

1957,東京印刷同業組合1938などを参照されたい。
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が大変だというので,どこの印刷所でもモルト酒

をのむことが容認されているほどであった。した

がって機械力の導入は,経営者にも労働者にも大

きな朗報であったと思われる。スタンホープ機の

人力による印刷では1時間当り300枚であったが,

ケ-ニッヒの発明によって印刷能力は1100枚に

増大した。そのため印刷費は25%低下したとい

う。まさにケ-ニッヒの発明は画期的なものであ

った。ウォルターは記念すべき11月29日の紙上

で,ケ-ニッヒの発明を「印刷技術史上最大の進

歩」であるとたたえた。また同社の社史『新聞印

刷史』も,ケ-ニッヒの発明により「近代新聞印

刷が誕生した」と述べている。その後も印刷機の

改良が重ねられ1828年には,アップノレガ-ス

(Augustus Applegarth)とクーパー(Edward Cow-

per)の発明になる4シリンダー・プレスがタイム

ズ社に導入され, 1時間当り4000枚のスピード

を記録した。また1858年には,アメリカ人ホー

(Richard Hoe)によって実用化された輪転印刷機

(ロータリー・プレス)を導入し,スピードはさら

に上昇した。こうして1939年には32ページの

『タイムズ』は, 1時間に4万部印刷されるまで

になったD

ケ-ニッヒの発明によって.,印刷の人力から機

械力-の転換が実現したが,このことは,印刷業

には事実上水車の時代がなかったことを示してい

る。これは他産業と比較しての著しい特徴の.1つ

である。紡織業などで,ひところ水車が重要な役

割を果たしたイギリスでも,水車による新聞印刷

の記録はない.若干の一般印刷所で, 19催紀に

水力を使用したという例があるにすぎない6)。

わが国においても,新聞印刷はながく人手に依

存していた。毎日新聞社は, 1874(明治7)年16

両ローノレ式平版印刷機を設置したが,これは元来

動力で動かす機械であったにもかかわらず,人手

で挽作した。これは重労働であった。社史による

と, 8ぺ-ジ掛けで手なれた連中もへとへとにな

り,あげくのはて客まちの車夫も動員し,回転を

おとして交代で回した7)。事情は(大阪)朝日でも

The Times 1935, p. 158.

31 -

同様であった。ここでは1879(明治12)午,アメ

リカより大型のロール式平版印刷機を購入したが,

それを動かす動力はなかった。そこで大力の若者

を集めて回転させたが,いかに屈強な若者でも一

晩でへとへとになってしまう。上戸には酒,下戸

には餅菓子と,それぞれ晴好晶を用意して元気づ

けた.あるとき,好きなものはいくらでも食べさ

せるからもう一息働けと励まされ, 「俺はうなぎ

飯が好きだ」というので,さっそくうなぎ飯をと

りよせると,矢継早に7,8杯ぺろりと平らげたま

ではいいが,そのため腹痛をおこして倒れたとい

う出来事もあったという8).印刷機械のみを輸入

しそれを人力で運転したという事実は,わが国の

「導入技術」 (borrowed technology)の特殊な面を

示しているものとして重要である。わが国は西欧

の技術をそのまま導入するのではなく,しばしば

わが国の国情に合うように修正した上で導入した

といわれている9)。当時資本は高く人力は安かっ

たから,資本節約的な修正が行なわれることが多

かった。蒸気機関なしの印刷機械の輸入は,外国

印刷技術q?資本節約的修正にはかならないo

各新聞社は,蒸気機関の設置を心待ちにしてい

たのである。しかし蒸気機関を最初に導入した新

聞社はどこかということになると,必ずしも明ら

かではない。 1876(明治9)年読売新聞を発行した

日就社(わが国最初の活版印刷所)は,利根川通い

の川蒸気船の古ボイラーを買い込み,松薪を燃料

にして蒸気を起し,これによって印刷機械を運転

して,民間の印刷工場における動力運転の先鞭を

つけた。 1877年から松薪を廃してガスが用いら

れている。また同年4月東京日日新聞(1911年毎

日新聞に合併)が蒸気機関を導入したという。朝

7)本節における毎日新聞社の歴史については毎日

新聞社1972, 436,453ページ。

8)本節における朝日新聞社の歴史については朝日新

聞社1949, 14-15,40,57-59,64-65ページ0

9)小野旭によれば,明治期の製糸家は鉄製よりも

低廉な木製や木鉄混梨を.輸入し,高価な蒸気機関のか

わりに水車を用い,蒸気でなしに炭や薪で繰湯を混紡

たという(1968, 208-210ページ)。これは同氏によ

れば,輸入技術の国内要素価格比(資本と労働の価格

氏)に対する!調整である。
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日新聞が蒸気機関をはじめて導入したのは,社史

によると1886(明治19)年1月英国ロベイ社

(Robey)の蒸気機関(10馬力)を,大阪朝日に設

置したのが最初の′ようである。最初に出版された

社史では,明治18年6月英国製のロコモチープ

気鍾16馬力の蒸気機関を設置したとあるが,こ

れはどうやら誤りらしい。その後1891(明治24)午

5月と11月に,英国マーシャノレ会社の蒸気機関

(16馬力)を1台づつ,大阪朝日に設置した。東京

朝日の動力についてははっきりしない。社史には,

明治21年大型平版印刷機を購入しモーターで動

かす,とあるO　もしもこれが事実であれば,東京

朝日には蒸気の時代はなく,人力からすぐ電力の

時代に入ったことになる。しかしこれはどうやら

事実ではないらしい。この年に電力が導入され,

石油ランプから電灯に変わったことは事実であろ

うし,電動機が入ったことも事実かもしれない。

しかしそうだとしても,電動機ですべての印刷機

を回したとは考えられない。なぜなら,東京朝日

が1890(明治23)年に購入した輪転機は蒸気カを

動力とするものであるから,その頃まで東胡に蒸

気機関がなかったはずはないのである。

各新聞社は,蒸気動力によるロール式平版印刷

機をながく使用していた。しかし新聞の購読部数

の増大によって,この旧式の機械の限界に達して

いた。とくに東京朝日新聞は,はやくからその必

要を感じていたので, 1890(明治23)年初頭,負

新式の輪転印刷機を購入することになった。この

機械は,イタリア人マリノニ・イポリット(Mari-

noni甲ipolyte)の発明に去るもので, 1分間360

回転, 1時間に新聞1万5千枚を印刷し自動的に

裁断するという,すぐれた能力をもつものであっ

た。しかも構造は簡単で,操作には多人数を要し

ないという経済性もそなえていた。この機械の能

率がきわめてよいので,翌1891(呪治24)年同機

種を東朝に増乱　さらに1892年1894年1897

年各1台づつ大阪本社に設置した。ついでながら

注目すべきことは,これら数台のマリノニ機の組

立て分解を繰り返えしているうち,この機械の構

造に精通した社員(津田其次郎)が,大阪本社に輪

転印刷機製作試験場を設け,模造品の製作に成功
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したことである。この国産輪転機は数台東西朝日

で働くことになる。朝日におけるマリノニ機使用

の成功は他社を刺激し,新聞社はきそってこの機

械を導入した。たとえば大阪毎日は, 1894(明治

27)年マリノニ機を設置するにいたっている10)

マリノニ機を駆動した動力についての資料はな

いが,すでにのべたごとく大阪朝日では1886

(明治19)年に1島1891(明治24)年に2台英国

製蒸気機関が導入されており,これらのいずれか

(おそらくは後者のもの)が1892(明治25)年設置

されたマリノニ機を動かしたとみられる。東京朝

日における蒸気機関の設置に関する記述はみつか

らないが, 1890(明治23)年設置のマリノニ機も

やはり蒸気機関で動かされた,と考えるべきであ

ろう。マリノニ機は蒸気機関による駆動を予定し

ていたもののようで,東朝と同時に導入した印刷

局でも蒸気機関によって駆動したのであったO

かくて新聞社における蒸気機関の導入は,印刷

機の運転を人手から解放して能率を高め,ひいて

は画期的な輪転機の導入を可能にしたのである。

すなわち蒸気機関の導入は,印刷機の能率を高め

たり,高性能の印刷機の導入を可能にすることに

よって,新聞部数の飛躍的な増大をもたらしたと

いうことができるO蒸気機関の導入による生産性

上昇の効果は,おそらくどの産業でもみられる一

般的な事実であろう。しかし印刷業が他産業と違

うのは,蒸気力の導入によってはじめて人力から

機械力-の切りかえが実現した,という点である。

(他の産業では多かれ少なかれ水車が用いられて

いたo)このことは蒸気力導入の効果が,印刷業に

おいてとくに顕著であったことを示すように思わ

れる。

III　印刷業における電化とその効果

タイムズ社では,蒸気力の導入によって生産性

が飛躍的に上昇したが,蒸気カによる印刷には不

便が多かった11)動力はシャフト,プ-レイ,ベ

ルトによって印刷機に伝達され, 「寸動」(inching)

の操作は,ベルトをずらせることによって行なわ

10)大日本印刷株式会社1952, 25ぺ-ジ。

ll)本節におけるイギリスの歴史についてはThe
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れた。これは危険な仕事であった。印刷機の電力

による駆動は, 『タイムズ』以外で試みられてい

た。最初の試みは『ソマセット・カウンティ・ギ

ャゼッU(So㌻erset County Gazette)¥zよるもの

(1884年)であったが,これは利益にならず間も

なく蒸気カにとりかえられた1891年『バーミ

ンカム・デイリー.ギャゼット』(Birmingham

Daily Gazette)は,輪転機を電動機で動かした。

しかしこれら2社の場合には,いずれもべノレト・

ドライブ方式によるものであった。はじめての直

接駆動方式による電動機の利用は, 『l)バブ-ノレ・

デイリー・ポスト』(LiverpoolDailyPost)による

もの(1898年)であった。ここでは40馬力の電動

機が直接印刷機に結合され,大きな成功をおさめ

た.かくて1901年までに, 50以上の英国の新聞

はこの方法を採用した。いっそうの発展は, 『リ

バブ-ノレ・クー7)エ』(LiveroolCourieγ)による2

モーター駆動方式(1898)年である。そ='では主

モーターはフルスピードで印刷機を回し,スター

ト,インチング,遅い駆動には補助モータ-を用

いるというものである。タイムズ社では1905年

に電動機による印刷が行なわれたが,蒸気機関は

1908年まで使用された。

わが国の新聞社など大手の印刷工場では,蒸気

から電力-の移行は1910年代以降にきわめて急

速に進行した。第3衷によると,馬力数にしめる

蒸気力の割合は1909年には100-499人が40^,

500-999人が55%と高く,電力の割合はそれぞ

れ20%, b%にすぎない。しかし1919年になる

と, so0人以上のすべての工場動力は電力に変わ

っている。たとえば大阪朝日では, 1916-18(大

正5-7)年の新社屋への移転の際完全電化が行な

われたらしい12)

印刷における電動機の利用,とくにそれによる

直接駆動方式のメリットは,他産業にまして顕著

であった。このことを示す事例は,欧米の印刷工

場について多く報告されている。第1は経常費用

の節約である。インディアナ州-モンド(Ham-

mond, Indiana)の印刷会社(W. B. Conkey Compa-

Times 193S, pp. 159-1600

12)これは大阪朝日の社史編集室の請による.
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ny)では,電化された新工場の落成により石炭消

費量昼3分の1に減少した。同社は,この減少の

すべてが電化によるものでないとはしながらも,

電化の最大の利益は燃料の節約にあるとしてい

る13)またワシントン(WashigtonD.C.)の政府

印刷局(Government Printing Office)では,石炭と

ガスの消費頻の合計は1894年には;27,812であ

ったが,電化されたあとの1899年には$5,615に

減少した14)さらにオ-イオ州デイトン(Dayton,

Ohio)の印刷工場(United Brethren Publishing

Company)は,ベルトドライブ方式から直接駆動

方式への切りかえによって,パワーの60%以上

を節約することが出来た15)

第2に,蒸気機関とシャフト・ベルトの廃止に

よって,工場のスペースが大幅に節約されるo

『バーミンガム・デイ1)-・ギャゼット』(Birming-

hamDailyGazette)は1891年24馬力のモータ

ーを据え付け,マサチュセッツ州ローウェノレ

(Lowell)の『デイ7) - ・ニュース』(DailyNews)

は1887年5馬力のボイラーと4馬力のエンジ

ンを, 3馬力のモーターにかえたが,これらの新

聞社は,これにより工場のスペースが節約された

と報告している16)またマサチ,.セッツ州ボスト

ン(Boston, Massachusetts)の会社(Boston ]〕ank

Note and Lithograph Company)は, 10馬力のモ

ーターを使用してい,るが,これは18立方フィー

ト以下のスペースをしめるにすぎず,同一パワー

の蒸気機関では10ないし15倍のスペースが必要

である,と述べている17)

第3に,電動機は始動・停止が簡単であり,こ

の電動機のメリットは,仕事が断続的である印刷

では重要である。この点はべリキンド(L.D.Bel'-

kind)その他が,その著『人間と技術の歴史』

において指摘している18)また『バ-ミンガム・

デイ7)-・ギャゼット』もそのメリットを指摘し

13) Damon1898,p. 504.

14) Electrical World and Engineer 1901, p. 521.

IS) Electrical World 1897, p. 335.

16) American Machinist 1892, p. 10. Electrical

World 1888, p. 279.

17) Electrical World 1890, p. 432.

18)べリキンド・その他1960,295ページO
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ている19)

第4に,電動機の速度が均一であり,しかもそ

の調節が容易である点があげられる20)政府印刷

局では,表裏印刷面がうまく符合しない「ぶれ」

(slur)が,ベルトの廃止によらて全くなくなった

という21)これは印刷の質が向上したことを意味

する。

第5に,正確で美しい印刷には照明が大切であ

るが,光をさまたげたシャフト・ベノレトの廃止は,

当然印刷の質を高める。この点は,前述のインデ

ィアナ州-モンドの印刷工場22)そのはか23)にお

いて指摘されている。またベルトはほこりをまき

散らし,ベアリングは油を落とす。ベルト・ベア

リングの廃止によって用紙のよごれをなくし,ま

た工場の衛生状態の改善にも貢献した。用紙のよ

ごれがなくなったことは, -モンドの工場24)その

ほか25)について報告されている.また衛生状態の

改善については,モーターの導入によって,工員

の病気名簿は20-40^も減小したという政府印

刷局26)の報告を証拠としてあげることが出来る。

以上に引鳳した欧米の事例は,ほとんどそのま

まわが国の印刷工場にあてはまると思われる。印

刷技術は,基本的には欧米とわが国ではことなら

ないからである。かくてわが国の大手印刷工場の

電化は,生産量の拡九　生産費の切り下げ,品質

の改善に貢献したと考えられる。

一方小規模印刷工場ではどうであろうか。第3

表によると1909年において, 5-9人の工場の

動力化率は18.3%, 10-29人では　　　にすぎ

ない。動力化率はその後急速に進行し1919年

にはそれぞれ66.835, 2,9.7%となっている。これ

は電動機の普及によることはいうまでもない。電

化率は1909年には2つの規模でそれぞれ39.8

19) A血βrican Machinist, 1892, p. 10.同称の見解

はDellenbaugh191S, p. 193にもみられる。

20) Dellenbaugh 1915 p. 193.

21) Electrical World 1898, p. 117.

22) Damon1898, p. 503.

23) Bishop 1897, p. 419. Dellenbaugh 1915, p.
193.

24) Damon1898, p. 504.

25) Bishop1897,p. 419.

26) Jouγnal of the Franklin Institute 1901, p. 4.
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66.0^であったが1919年には95.8^, 89.5

%へ上昇している。すなわちこれらの工場では,

電動機の導入(電力会社からの買電による)によっ

て,人力から機械力-の画期的転換がはじめて実

現したのである。この意義の大きさは,前世紀に

蒸気カの導入によって印刷をはじめて人力から解

放した,大手の印刷工場の場合と同様である。

このようにして印刷業における急速な電化-

他産業よりも敏速な電化-は,工場の規模の大

小を問わず,この産業の技術水準を著しく高めた

であろうと想像される。デュ・ボフ(RichardDu

Boff)のアメT)カ製造業に関する研究によると,

印刷・出版業は電化の主導産業であり27)かつ総

合生産性上昇のもっとも著しい産業の1つであっ

た28)。また第4表は,電化が急速に進行した1909

-19年における,わが国の各製造業の労働生産

性の増加倍率であるが,それは印刷・製本業にお

いてもっとも大きいO　この事実は,この産業にお

ける技術進歩率が他産業にまして高く,その高い

琵術進歩率は急速な電化の進行と深い関係をもっ

ていることを,示唆しているといえよう。

印刷業の動力と技術に関する分析を終えるにあ

たって,是非とも付け加えなければならない重要

な事実がある。印刷業の技術としてわれわれは,

もっぱら印刷機械の変化に注意を集中したが,印

刷業の生産性の上昇は,そのほかの技衛　とくに

活字鋳造と植字の技術の進歩にも大きく依存して

いる,という事実がそれである。印刷機が機械化

第4表　工業の労働生産性の増加倍率(X919/1909年)

全　製　造　業1.60

紡　織　工　業1.51

金　属　工　業1.26

機械器具工業1.71

窯　　　　　　業1.46

化　学　工　業

製材・木製品工業

印刷・製本業

食　料　品　工　業

そ　の　他　工　業
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(注)労働生産性-生産額(1934-36年価樟)÷従

業者数。 6人以上の民営工場。

(資料)名日生盛執従業者数: 『工業統計50年
史』資料篇1, 180-1　ページo

価楯指数:襟度1972,149ページo

27) DuBofi1967, p, 516.

28)ケンドリック(JohnW.Kendrick)の計算によ

ると,印刷・出版業の総合生産性の1909-19の上昇

率は,製造業20業種中5番目に高い水準を示してい

る(1961, Table D-III, pp. 467-475),
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されて印刷のスピー、ドが向上すると,印刷業者は

活字の供給,植字などの問題に直面した1884年

メノレゲンタ～ラー(Ottmar Mergenthaler)によっ

て発明されたライノタイプ1885年にランスト

ン(TolbertLanston)によって発明されたモノタ

イプは,その間題に対する解決であった。前者は

鍵盤の操作で母型を拾い,所定の長さに組み,そ

の上に洛解した地金を流し込んで,一行分の活字

を鋳造するものである。後者は一行づつではなく,

一個一個の活字を鋳造・植字する機械である29)

アメリカにおけるこれらの機械の発明は,印刷技

一術の進歩の重要な要因の1つであった。したがっ

てこれらの機械を動かした動力についても,十分

注目する必要がある。この点についての文献はい

まのところほとんどない。今後資料の発掘などの

努力が要請される。

(一橋大学経済研究所)
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